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=1冨輩詳営轟

｀
マ魯ギ中耳「ヽ1尊畢1)瀞W
'喜二卑マ聾再○馨難

7針里γ:警肇辞三耳``目軍華墓" 彗課鮮曇蝶



海洋の曇層部と深層部の温度差を手J用 して発電する、海洋温度差発電書開発した、明石市
のぜネシスみ世界トップクラス森技術力を活かして、現在、主に中東に発電プラントを持つ

=海洋温度差発電は、海洋ばかりでなく、温度差があれば応用が利くため、国内で|ま、工業排
水を活用した事業化を進めてぃる。

◎ 太陽光を集める

光宇機器でiま世界雇指JJ三薦光器(三店市〕iま、太陽ェネルギーを効率的に使用する集元
装置を開発、憚数の凹面鏡で太陽光を一点に集光し、大きなエネルギーを得ることに成功
L.な。この熱を使っての、メタノール製造や汚染物質の分解等が期待されている。

◎ 風で機るタオル
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◎ 地球襲 焼かないレンガ

アーザンプリックス、地球製レンガと名づけられたこのレンガ|よ、下水i号泥、ガラス原料くず
など、多くの廃壼物を鷹料とt′、しかも焼かずに製造するL/ンガブロックだ.多治見書の亀井
製臨が、本来め窒業技術から製造に戒助したっ原料とな轟廃棄物は、品質安定のために、
あえて多種類を趣ぜ苺.それは、通常の出 ガと、理機の強度を持つこ

◎ 地下水を飲み水に変える

←1:7をはじめ、どんな水ても飲料水に変える地下水ろ過システムを開発した、千代田区の
シィ。それは.0.lμ Lという超精密ろ過フィルターに秘密があるこまた、地下水調査か

.このシステム|ま省電力設計で、予備発電でt,運― ―― ・ ‐―― ―  ―   ―‐ ― ヽ - 1- ヽ ノ ′J l′ 守 ● Llノ′ ″ ハ プ 4:`
転が可能ェ災害職iま努論、こ f■ :こ tl絶大な蔵力がこるこ



＼

◎ チタンで浄1≧:こ襲む

生駒市の全桑・瑠和|ま、チタンを活用した、覆境浄{ヒを目指している1例えiぎ、光触難 能 ,

ンに撃外線を当てると、曇関鵬品が儀 れる上、ダイオキシンなどの有害枷質も分

に世界で初めて成功.道路の防音壁などに金属チタンを貼るだけで、空気中のNO■ を、自動

的に、また半永久的に浄化できるようになるという。

◎ “都市鉱山"〔まゴールドラツシユ

鉱業で日本の近代{しを支えた秋田県小坂町の小坂製鋒所。ここは、鉱石を製臨する技術

を応用して、使用済みの携帯電話やパソコンなどから、金や飼を回収して再利用する技術を

確立した。そして"原料"もアジア各国からも調達し始めた.鉱石1トンから採取できる金は、

:0グラムだが、1トンの携帝電話から|よ、111グラムもの金が採れるこ小坂町では、ここを

¬鰤耐蜘ばと呼ん
…

.

電気抵抗をゼロにできる“夢の技術"起電導.今年、石jl!島播磨重工業が開発した船舶用

モーターは、運航時の C02排出量を、ディーゼルエンジンに比べて、年間 11%削減できる。こ

れを奏現したの1ま、高温起電導と呼ばねる技術だ。モーター内:こあるコイルなどの電気抵

抗をゼロにできるため、エネルギー効率が高くなる。
現在、すでにアメリカで、実用の送電路に採用されてt,ヽ る.

◎ 米から造るプラスチツク

米からプラスチックを造る=開発したのは、上越市のアグリフユーチヤー・じようえつ。これま

での植物由来プラスチツクは、石油系に比べてコストが高く、50°C前後で変形してしまう
ため、用途が限られていた。しかし、このプラスチツクは、価格も耐熱性も、石油系と比べて

も遜色ないcコメの主成分であるデンプンの分子構造を壊さず、プラスチツクに変えるこの方

法ならば、もみ殻や間伐材からも、プラスチツク製造が可能だ。



◎ きれいな土に還せ

鷲ェ薩般こ=青製搬|ま、二人三事母理場で締土丁番号艶主増を再生丁飩 喪叫贈盤
した,これにより、大量に発生する汚泥を浄化できこよう1功り、公園順ど0土壊として再利
用ができる。セメント滉じりの汚混にIよ、徴量ながら乳酸菌などの機生機が存在している。

ふ丁 丁」舌ヘ ー

生崚の増殖・発酵を提すこそうすると、き二iヽ な二が菩るとtヽうこ

0本 屑を活かす

世界的なエタノール需要に伴い、トウモロコシやサトウキビなどの資源作物からの供給が聞
に合わない。そのた路世界で1ま、茎や葉などの非食部/f・のセル回―スを原料にする技術開
発競争が始まっている.三井造船のパイオエタノールプラント1ま、本屑のセルロースから二妻
ノールを生産する国内唯―のものだ=石油に代わるパイオエタノールの生産拡大:二 !ま 、世
界』の理牧を、プtiど0部分で1.Fも |こ変えられ

=抜
賃ザ必要だ

=

旭ル|1市 にある市j:1農場∴8月 からトラクターやコンバインが、家庭から出る廃費用油を角:用

したバイオディーゼル燃料tBDF)で動き始めたこ製造元は、同市にあるベカルトlL成の二
場二ここで1ま 、回収した廃てんぶら油から不純物を特殊フィルターでる過、分解して、約7時

間で9001」 lン トルのBDFを精製すも.BDFは 、新たなC02を生まず、農i由 減量につながる

循理型エネルギーc化石燃料に比べ、排ガスの黒煙や硫黄酸化物が少ない=
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